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1. はじめに 

本実証運行は、令和３年度に策定した「東秩父村地域公共交通計画」における

基本方針に基づき、高齢化や現役世代の減少に伴う村民の移動手段の確保及び

路線バスと空白地有償運送の相互利用の検証を目的とし、実施する。実証運行期

間後は、東秩父村地域公共交通活性化協議会に報告するとともに、協議会におけ

る検討を踏まえ、今後の方向性を定め、適宜見直しを実施するものとする。 

 

2. 基本方針 

 ①実証運行検討の背景 

  山間部に位置する本村においては、通院・買い物等交通弱者の「住民の足」

を確保する上で持続可能な公共交通は欠かせないものとなっている。 

また、高齢化が進み、運転免許証の返納者の増加が想定されることから、公

共交通を維持確保していく必要がある。 

 

②現状の課題 

➢ 本村における公共交通における路線バスは、地形的な制約もあり村全域を

カバーすることが難しい。 

➢ 人口減少により、路線バスの利用者が減少していくとともに、人口の低密

度化がさらに進むことで、需要が少ない地域を路線バスでカバーすること

が難しくなることが想定される。 

➢ 現役世代の減少によって、家族送迎が難しくなることが想定される。 

 

 ③取り組むべき施策の方向性 

  本実証運行を含め、住民ニーズに合わせたサービスの提供が必要であり、移

動手段の確保が難しくなる村民が、日常の買い物や病院等への移動が不自由

なくできる公共交通の構築を目標とし、利便性向上を図ることが必要である。 

 

④本実証運行の基本方針 

➢ 利用者に合わせたサービスの提供 

⇒路線バスで対応できていない時間帯の移動ニーズへの対応。 

⇒高齢者・子育て世帯をはじめとした村民の移動手段の拡大。 

 

➢ 路線バスとやまびこ会の 連携強化 

⇒村内全体の移動手段の確保。 
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 ⑤期待される効果 

【全体イメージ図】 

【現在】                 【連携後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※既存のイーグルバス東秩父村路線及びやまびこ会の運行に変更等はございま

せん。 

病院から和紙の里までバスで帰って

きたが、家の方面にいくバスが無い。 

早く帰りたいのに次のバスは２時間

待ち。 

家族にお願いするのは難しい。 

やまびこおかえり便に自宅まで送っ

てもらえるから和紙の里停まりのバ

スに乗っても安心。家族に迎えにき

てもらわなくても大丈夫。 

和紙の里 

東秩父村内 

やまびこ 

おかえり便 

東秩父村内 

小川町駅 

和紙の里 

小川町駅 

東秩父村内 
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【連携イメージ図】  

 

 

 

 

 

 

 

3. 実証運行内容 

（１）運行方法 

イーグルバス株式会社が運行する小川町駅～和紙の里間のバスのうち、平日

午後に運行する５本の便を対象とし、実証運行車両が１０分程前から指定場所

にて待機、バスから降車した内の希望者を「乗合方式」により、自宅まで運送す

る。この場合、運行距離を優先した最適な運行経路及び順序で運行を行う。 

通常の車両と判別するために車両の前後左右に、自宅送迎制度実証運行と分

かるようにマグネットシート等を張付する。 

なお、待機場所は「道の駅和紙の里ひがしちちぶ」バスターミナルにおける以

下の箇所とする。 

【マグネットシートイメージ】               

 

 

 

 

小
川
町
方
面 

和
紙
の
里 

ご
自
宅 

やまびこおかえり便 路線バス 

【前回の実証運行車両イメージ】 
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【車両待機場所】 

 

（２）運行車両 

役場が所有する公用車（ステップワゴン）を使用し、車両リース料の削減を図

る。 

なお、本車両には運転席から後部座席ドアの開閉機能(下記写真青丸部分)、車

両背部に「乗降中」と表示できる機能（下記写真赤丸部分）が搭載されている。 

【運行車両概要】 

・車両名：ステップワゴン 

・規格：ワゴン車（全長 4.8m・全幅 1.75m） 

・定員：運転士含む８名 

・台数：１台 
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（３）運行期間 

令和 4年 10月 11日（火）～12 月 23日（金）（52日間） 

 

（４）運行主体 

東秩父村 

運行者：NPO法人ふれあいやまびこ会 

 

（５）運行対象者 

 東秩父村民とする。 

 ただし、車両に空きがある場合は、来村者の乗車も認めるものとする。 

 

（６）運行地域 

東秩父村全域 
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（７）運行日時 

月～金曜日（土・日・祝を除く） 

【対象バス路線及び時刻】 

（Ｗ０２系統 小川町駅～和紙の里） 

 バス名称 小川町駅発車時刻 和紙の里到着時刻 

１  

 

東秩父村路線バス 

12:48 13:05 

２ 13:48 14:05 

３ 16:29 16:46 

４ 17:28 17:45 

５ 18:14 18:31 

 

（８）乗車人員 

運転士含む８人までとする。 

定員を超える乗車については、資料２「定員を越える乗車希望があった場合の

対応マニュアル」に基づき対応する。 

 

（９）予約 

運行に関する予約は受け付けないものとする。 

 

（１０）運賃 

実証運行期間中は無料とする。 
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4. 運転士の勤務について 

（１）勤務時間 

12時 30分から 19 時 30分までとする。 

休憩時間は 15時 05分～16 時 05分とする。 

 

（２）勤務内容 

 ①車両の運行 

3.実証運行内容に基づき、車両の運行を行う。 

なお、対象者がいなかった場合は、やまびこ会の事務所にて待機とする。 

 ②スタンプの押印 

  本実証運行と併せ実施するスタンプカード用のスタンプを押印する。 

 ③車両の清掃、管理等 

   車両の点検及び清掃を適宜実施し、適正な維持管理に努め、本業務の運行

に支障がないよう対応する。 

④アンケート用紙の配布・回収 

車内で利用者を対象としたアンケート用紙の配布・回収を行う。 

⑤運行記録の報告 

利用者数、走行距離等の運行記録に関する日報を作成し提出する。（様式１） 

⑥事故報告 

事故等が発生した場合は、迅速かつ的確に対応し、速やかに報告するととも

に、報告書を作成し提出する。（様式２） 

⑦苦情処理等 

利用者からの苦情・問い合わせ等に誠実に対応するとともに、苦情処理につ

いての報告書を作成し提出する。（様式３） 
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5. 予算 

以下の表のとおり。 

歳入 

項目 内容 金額 

補助金 埼玉県令和４年度地域公共交通活性化促進事業補助金 363,000円 

 東秩父村一般会計 363,200円 

合計  726,200円 

 

歳出 

項目 内容 金額 

燃料費 160円×10リットル×52日 83,200円 

委託料 時給 1,000円×6時間×52日 

講習受講料 13,000円×５人 

傷害共済保険料 1,400円×５人 

384,000円 

印刷製本費 A3サイズ 2つ折り 単価 95円×2,000枚×消費税 209,000円 

消耗品費 バインダー、アンケート・掲示物用紙代、印刷代等 50,000円 

合計  726,200円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

実証運行計画（案）                                

9 

 

6. 住民周知（※一部前回の実証運行の資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

村ホームページ ※広報誌 

イーグルバス車内 ※タブレット 

やまびこ会車内 バス停留所 
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7. 利用促進策 

①スタンプカード 

路線バス及び交通空白地有償運送の相互連携を促進するため、実証運行に併

せ、実施する。 

スタンプは実証運行車両にて管理し、実証運行利用者の求めに応じて運転士

が押印する。 

なお、スタンプが 5個貯まった場合、役場にて粗品を進呈する。 

粗品：イーグルバス回数券 ３７０円 １枚 

 やまびこ会割引券  金額は調整中 

【スタンプカードイメージ】 

表面               裏面 

 

 

 

 

 

 

【スタンプイメージ】      【粗品イメージ】 
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②LINEショップカード 

実証運行車内に QRコードを記載した説明用チラシを設置する。 

スタンプカードを押印する代わりに、下記 QR コードをスマートフォンで読み

込むことによりショップカードの発行、ポイントの付与が行われる。 

５ポイント貯まった場合、特典チケットが発行されるので、役場にて確認後、

粗品を進呈する。 

粗品はスタンプカードと同様とする。 

【QRコード イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ショップカード及び特典チケット イメージ図】 
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③公共交通利用促進リーフレット 

リーフレットイメージ（A3二つ折り）      

 

 

 

 

 

 

 

 

リーフレット 外                 リーフレット 内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用元：江別市 

乗り方ガイド① 

乗り方ガイド② 

モデルケース 

紹介 

２ ペ 3 ペ

路線バスに 

ついて（表紙） 

やまびこ説明 

やまびこ 

予約方法 

1 ペ4 ペ

表紙 
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8. 今後のスケジュール 

時期 
内容 

協議会・分科会 事務局 議会・その他 

8月 

   

9月 

   

10月 

   

11月 

   

12月 

   

1月 

   

2月 

   

3月 

   

 

4月～ 

①やまびこ会による本運行を開始する。 

②内容を修正し、更なる実証運行を実施する。 

 

将来的には来村者への対応拡充も視野に入れ、更なる検討を行う。 

 

 

 

第 2回地域公共交通 

活性化協議会 

実証運行調整 

 

契約・運転士への説明 

チラシ・ｱﾝｹｰﾄ作成 

広報等による周知 

 

議会全員協議会 

 

実証運行対応 

 

運行記録取りまとめ 

ｱﾝｹｰﾄ集計 

分科会へ中間報告 

実証運行期間 

10月 11日（火）～ 

 12月 23日（金） 

実証運行検証 

報告書作成 第 4回地域公共交通 

活性化協議会分科会 

第 3回地域公共交通 

活性化協議会 

９月定例議会 

第 3回地域公共交通 

活性化協議会分科会 
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9. コスト試算（参考） 

①年間運賃収入 

利用人数を 10人若しくは 20人と仮定、利用料金は 100円～300円とし、運行日

数は月 20日間の計 240日間とし試算する。 

利用人数 利用料金 運行日数 合計 

 

10人 

100円  

 

240日 

240,000円 

200円 480,000円 

300円 720,000円 

 

20人 

100円 480,000円 

200円 960,000円 

300円 1,440,000円 

 

②年間運行経費 

人件費、燃料費は予算案を元に試算する。 

人件費 燃料費 運行日数 合計 

6,000円 1,600円 240日 1,824,000円 

③コスト試算（５年間） 

項目 金額 補助額 合計 

人件費 7,200,000円 0円 7,200,000円 

燃料費 1,920,000円 0円 1,920,000円 

車両購入費 2,000,000円 0円 2,000,000円 

その他 

保険料・車検等 

500,000円 0円 500,000円 

合計 - - 11,620,000円 

１年あたり - - 2,324,000円 
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利用人数 20人、利用料金 200円で試算 

年間運行経費 

2,324,000円 

年間赤字額 

1,364,000円(58.7%) 

年間運送収入 

960,000円(41.3%) 

利用人数 20人、利用料金 500円で試算 

年間運行経費 

2,324,000円 

年間運送収入 

2,400,000円(103.3%) 
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10. アンケート 
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11. その他様式
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